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４ 年間の PM2.5 高濃度発生状況  

 

4.1 常時監視データによる PM2.5 高濃度日出現状況の把握 

 

4.1.1 解析方法 

使用データは、平成 29 年 4 月 1 日～30 年 3 月 31 日の PM2.5 自動測定機による日平均値

（速報値）を用い、解析対象地点は一般局 134 局とした。表 4-1-1 に都県別の測定局数及

び日平均値データ数、図 4-1-1 に測定局の位置を示す。 

各測定局の欠測日の割合は、134 局中 126 局が 5%以下であり、8 局は 6～16%の割合と

なったが全局で有効日数 250 日以上を満たしていた。高濃度日の定義は、日平均値の環境

基準値である 35 g/m
3 を超えた日とし、それぞれの発生頻度を集計した。 

 

図 4-1-1 解析対象地点（色付は成分分析実施地点） 

 

 

4.1.2 結果 

（1） 高濃度日の発生状況 

平成 29 年度に高濃度日は 204 日（延べ日数）発生し、全測定データ（47,971 日）の 0.4%

であった。なお、平成 27 年度は 328 日（発生率 0.7%）、平成 28 年度は 191 日（同 0.4%）

であった。年間の高濃度日発生状況を見るため、都県別に日平均値>35 g/m
3となった局数

を集計した結果を表 4-1-2 に示す。また、都県別の日平均値の最大値の推移を図 4-1-2 に、

全測定局数に対する 35 g/m
3超過局数の割合を図 4-1-3 に示す。なお、図 4-1-3 には参考と

して 25 g/m
3を超過した局数の割合も示す。 

 

 

 

表 4-1-1 解析対象局数及び 

PM2.5 日平均値データ数（延べ日数） 

都県 測定局数 データ数 

茨城県 18 6,449 

栃木県 11 3,954 

群馬県 8 2,920 

埼玉県 20 7,221 

千葉県 20 7,181 

東京都 8 2,877 

神奈川県 13 4,598 

山梨県 4 1,377 

長野県 6 2,124 

静岡県 26 9,270 

合計 134 47,971 
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図 4-1-5 月別の

 

図 4-1-6

月別の PM2.5 高濃度日発生率

 26～29 年度

高濃度日発生率

年度の月別 PM

高濃度日発生率（日平均値

M2.5 高濃度日発生率

日平均値 >35µg/m

高濃度日発生率 

資料８

g/m3） 

資料８ 

 

 


